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（別紙様式２）

論　文　審　査　の　結　果　の　要　旨

李　雲飛（Li Yunfei）氏　　　名

副　査　　九州大学　　教授　　中尾　智博

副　査　　九州大学　　教授　　中島　康晴

背景：入院サービスの利用に対する自己負担の影響は、世界中で十分に対処されていない重大な問題
である。本研究は、日本の高齢者において、所得に基づく自己負担が入院サービス利用に及ぼす影響
を検討し、自己負担の合理性について包括的な調査を行うことを目的とした。
方法：2016年度の福岡県後期高齢者医療広域連合のデータベースから情報は抽出した。75歳以上の被
保険者は610,182人のうち、155,773人が入院医療を受けており解析対象とした。所得レベルによっ
て、受療率、在院日数、および入院費用が異なるかどうかについて検討した。さらに入院サービスの
利用をさらに評価するために、病床別の年間入院医療費を目的変数として、一般化線形モデルを用い
て所得レベルとの関連を検討した。
結果：長期治療を必要とする療養病床と精神病床では、高所得の患者よりも低中所得の患者で受療率
が高かった。低中所得の患者の在院日数と入院費用は、療養病床と精神病床で治療された高所得の患
者よりも有意に高かった。精神病床の場合、低所得の患者の入院費用は、高所得の患者のそれよりも
有意に高かった。
結論：日本の医療における自己負担に関する政策、特に自己負担額の上限の設定については、さらに
検討する必要がある。地域に根付いた医療サービスの重要性を考慮し、地域病院連携を強化する必要
があると考えられた。
　
　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につ
いての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的
な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を得た。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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